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日本語における文末形式「のではないか」の機能 
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さらに筆者は、共時論的観点からの分析結果をふまえた上で、〈のではないか〉の機能








第 4 章で考察したのは〈のではないか〉に相当する「んじゃん」という形式である。 
現代日本語において、〈のではないか〉と形式の面で類似性の認められる文末形式とし
て「おい、気をつけろ、危ないじゃないか。」などのように用いられる〈ではないか〉があ
る。この〈ではないか〉は、現代の話し言葉において、若年層を中心に「じゃん」という
形で多く用いられている。一方で〈のではないか〉も、「誰かが掃除してくれたんじゃん?」
などのように用いられることがある。本稿では〈のではないか〉のこの形での使用例が、
〈ではないか〉に対応する「じゃん」に比べれば少ないものの、増加しつつあることを示
した。考察に当たっては、話し言葉が用いられているシナリオ･漫画の使用例と、日本語話
者へのアンケート結果を資料として用いた。活字資料においては「んじゃん」の使用例が
少数得られたにすぎなかったが、出身地、年齢層別に集計したアンケート結果においては、
首都圏の若年層話者を中心に「んじゃん」の使用が増加し始めている様子が明らかになっ
た。 
 
 
